パリ万博「音楽展」における「オルフェオン」 by 井上 さつき
パリ万博「音楽展」における「オルフェオン」
The Orpheon Events at the Paris Universal Expositions 
井 上 さっき
INOUE -ARAI Satsuki 
Orp heon is a term which designates most of the chorale and instrumental ( wind and brass) 
musical amateur ensembles in 1 9th C 印刷ry France. The O rpheon movement was created by 
G. L. Bocquillon Willem, a strong advocate of the teaching of singing in schools, who first 
used the te rm for his choral group in 1 833. The movement was rapidly developed in France 
throughout the century and by the tum of the century it reached a peak of popularity with over 
1 ,000 societies in France. 
In 1 855 ,  1 867,  1 878,  1 889 ,  and 1 900 when the Exposition universelle was held in Paris, the 
Orp heon events were al ways part of the exposition schedule. For the 1 85 5  Exposition, t wo 
concerts sho wcased choral Orp heon Societies . The fact that Competitions and Festivals of 
choral and instrumental O rp heon societies were held as a par t of the official musical events of 
great size 合om 1 867 Exposition re flects their importance in the French musical life of that 
t ime. 
This paper focuses on their Competitions and Festivals at the Paris Expositions and discusses 
their meanings. 
キ ー ワ ー ド ： ア マ チ ュ ア 音楽活動 合唱 吹奏楽 民衆 フ ラ ン ス
0. はじめに
1 9世紀 の フ ラ ン ス は合唱大国 で あ り 、 ブ ラ ス パ ン ド 大国 で あ っ た。 フ ラ ン ス で は 、 1 9世紀 に 都市部
と 農村部 を 問わず、 オル フ エ オ ン と 呼ばれ る ア マ チ ュ ア音楽団体が多数結成 さ れ、 活発な活動 を 行 い 、
独 自 の 音楽文化 を 創 っ た か ら で あ る 。 活動の 担 い 手 が民衆層 で あ っ た と い う と こ ろ が、 フ ラ ン ス の オ
ル フ エ オ ン の一番の特徴で あ る 。 そ こ に は、 一般に都市のエ リ ー ト 層 に よ る 排他的な活動 と して始 ま っ
た ド イ ツ の ア マ チ ュ ア 合唱協会 と は ま っ た く 様相 を 異 に す る 音楽活動の実態が あ っ た。
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近 年 出版 さ れた 『 1 9 世紀 フ ラ ン ス 音楽事典』 に よ れ ば、 「 1 9 世紀 フ ラ ン ス の 合 唱 お よ び器楽音楽 の
ア マ チ ュ ア の ア ンサ ンブル の 大半 を 示す た め に固有 の意味お よ び総称的な意味の双方で用 い ら れ る 名
称」 と あ る 。 こ れ は、 「オル フ ェ オ ン」 が固有名詞か ら 総称名詞 に 変化 し た こ と を 表 し て い る 。 時代
的変還 を た ど る と 、 「オル フ エ オ ン」 は 当 初ヴィ レ ム が作 っ た 合唱 団 の名称だ、 っ た も のが、 ア マ チ ユ
ア 合唱 団全体 に 用 い ら れ る よ う に なり、 さ ら に は、 ア マ チ ュ ア の 吹奏楽団や金管合奏 （ フ ァ ン フ ァ ー
ル） な ど の合 奏 団 も 指す よ う に な っ た の で あ る 。
「オル フ ェ オ ン」 と い う 名は も と も と フ ラ ン ス に お け る ア マ チ ュ ア 合唱運動 の 生み の 親 と も い え る
ギ ョ ー ム ・ルイ ・ヴ ィ レ ム ( 1 7 8 1 - 1 842、 本名ボ ッ キヨン） が 自 分 の 合 唱 団 に つ け た も の で あ る 。 彼
は 七 月 王政下 の 1 833年、 ヴィ レ ム は 小学校 の卒業生 を対象 に し た 合 唱 団 「オル フ ェ オ ン」 を 結成。
1 835年 に は 「ヴィ レ ム・メ ソ ー ド J がパ リ 市立の学校 に 採用 さ れ、 ヴ ィ レ ム はパ リ の 小学校音楽教育
主事 の地位 に つ い た。 同 年 「オル フ エ オ ン」 は労働者階級の男性 の た め に も 門戸 を 聞 き 、 翌36年 に は、
児童 と 成人男性 の た め の 、 初 の 公的なオル フ ェ オ ン組織 「パ リ 市オル フ ェ オ ン協会」 へ と 昇格。 パ リ
市庁舎で初 コ ンサー ト 開催 し 、 成功 を 収 め た 。
1 842年ヴィ レ ム は 世 を 去 る が、 そ の後、 1 852年、 シ ャ ルル・ グ ノ ー ( 1 8 1 8-93） が音楽監督 に就任
し た。 グ ノ ーは ロ ーマ大賞受賞後の 留学か ら 帰国 し 、 1 85 1 年オペ ラ 座で《サ フ ォ ー》 を 発表、 新進作
曲 家 と し て 注 目 さ れ て い た と こ ろ だっ た。 グ ノ ーの監督就任以降、 「パ リ 市オル フ ェ オ ン協会」 の名
声 は 以前 に も 増 し て 上がっ た。 そ の 後、 歌劇《 フ ァ ウ ス ト 》 ( 1 859） の 成功 に よ り、 オ ペ ラ の 作 曲 に
専念す る 決意 を 固め た グ ノ ー は オル フ ェ オ ン の監督 を 辞任。 1 862年 に は組織は二つ に 分 け ら れ、 セ ー
ヌ右岸地域 を 指揮者の ジ ュ ール・パ ド ルー ( 1 8 1 9-87） 、 左岸地域 を パ リ 音楽院の和声 と ソ ル フ ェ ー ジ ュ
の教授で あ っ た フ ラ ン ソ ワ・パザ ン ( 1 8 1 6-78） に託さ れた。 1 862年 当 時、 「パ リ 市オル フ ェ オ ン協会」
は 1 2,000人 も の 団員 を擁す る 大 き な 団体 に な っ て い た。
さ て、 ヴィ レ ム が 「オル フ ェ オ ンJ を 作 っ た 1 830年代、 ほか の ア マ チ ュ ア 合唱 団体 も 増加 し 、 そ の
動き はパ リ 以外の地方 に も 広がり、 業種 ご と や職場の 団体な ど さ ま ざ ま な結 びつ き に よ る 団体が生 ま
れた。 1 850年か ら 60年代 に か け て 、 オル フ ェ オ ン は さ ら に 全 国 的 に広が り 、 「オル フ ェ オ ン」 は総称
名詞 と し て使われ る よ う に な り 、 合唱だけでな く 、 吹奏楽団や金管合奏な ど の器楽の 団体 に も 適用 さ
れ る よ う に な っ た。 1 85 1 年か ら は コ ン ク ールが聞 かれ始めた。 53年 に は、 パ リ と セ ー ヌ 県 の 合唱団体
連合が結成 さ れ、 さ ら に 、 フ ラ ン ス の オル フ ェ オ ン 団体 を 後援す る 委員会が結成 さ れ、 団体が全 国規
模で統括 さ れた。 1 855年すで に フ ラ ン ス 全土で合唱オル フ ェ オ ン300、 器楽オル フ ェ オ ン （吹奏楽団・
金管合奏） 400団体 を 数 え た。
1 85 5 年 6 月 1 0 日 、 グ レ ーの衣装に 身 を 包ん だパ リ 市 オル フ ェ オ ン 協会 の メ ン バ 一一一 1 ,500 人 の 男
性 や 子供 た ち一ーは シ ル ク ・ナ ポ レ オ ン の 舞台 に 立 ち 、 グ ノ ー の 指揮 で ア ン ブ ロ ワー ズ・ ト マ の
( 1 8 1 1 - 1 896） 《 大 規 模 な狩 り L es Grand es C hass es 》 、 フ ロ マ ン タ ル ・ ア レ ヴ ィ ( 1 799- 1 862） の
《鍛冶屋の 歌 L e C hant du Forg eron 》 、 ア ン ト ワー ヌ ・ク ラ ピ ソ ン ( 1 808-66） の《武器を取れ Aux
arm es ！》 を 歌 っ た 。 こ の コ ンサー ト に は皇帝ナ ポ レ オ ンE世が臨席 し た こ と も あ っ て 、 大 勢 の 人々
がつ め か け た （Gumplo wicz 1 987 : 89-90） 。 ナ ポ レ オ ンE世は、 オル フ エ オ ン の も つ 重要性 を 十分認
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識 し て い た の で あ る 。 こ の 年、 オルフェオ ン運動はか つ て な い 高 ま り を見せ、 1 0 月 1 日 に は、 初 の 専
門誌 『オルフ エ オ ン』 が創刊され た （Gumplo wicz 1 987 : 63） 。 『オルフェオ ン』 は 2 週間 に 一度発行
されて い た雑誌で あ る が、 専 門誌が発行され る ほ ど の需要があ っ た の で あ る 。 し か も 専門誌は 『オル
フェオ ン』誌だ け で は な か っ た。 1 860年 『エ コ ー・デ・ゾルフェオ ン』 、 1 862年 『ユニ オ ン・コ ラ ー
ル・ ド ・パ リ 』 、 1 865年 『 ヴ ォ ワ ・ ド ・ ロ ルフェオ ン・フラ ン セ 』 、 1 869年 『 ヌ ー ヴェル・フ ラ ンス・
コ ラ ール』 等、 第二帝政下、 オルフェオ ン の 専門誌が続 々 と創刊され た の で あ る （Pistone 1 979 : 85） 。
さて、 こ う し て 1 9世紀半 ば に 大 き な組織とな っ た オルフェオ ン の 力 を 象徴す る か の よ う に 、 1 9世紀
後半 に ほ ぼ等間隔で5回 聞 か れ た パ リ 万国博覧会 に お い て はオルフェオ ン のフェステ ィ ヴ、 ァ ルやイ ベ
ン ト が 「定番」 イ ベ ン ト と し て定着 し た。 本研究では、 1 855年、 67年、 78年、 89年、 そ し て 1 900年 の
パ リ 万博 に お け る オルフ エ オ ン のイ ベ ン ト に 焦点 を 当 て、 オルフェオ ン の 実態とそ の意味 を 明 ら か に
す る こ とを 目 的と し て い る 。
1 .  1 855年第 1 回パ リ 万博に おける合唱オルフェオ ン
1 9 世紀後半 に パ リ で 開 か れ た 一 連 の 万 博 の な か で、 音楽が芸術 の一分野と し て 「音楽展」 され る の
は 1 867年の第 2 回パ リ 万博以降であ り 、 そ の 意味で、 55年万博と67年以降 の パ リ 万博とは決定的な相
違 が あ る 。 し か し 、 55年万博 に 音楽面で67年万博 に 通 じ る 要素 が見 ら れな か っ た わ け で は な い。 と い
う の も 、 第 1 回パ リ 万博では、 会 期 の 最後 に 行われた産業宮で の 閉会式・褒賞授与式がなか ば大規模
な コ ンサー ト と し て企画され た か ら で あ り 、 さ ら に そ れ に 続 い て 同 じ 会場で大規模な音楽フェステ ィ
ヴ ァ ルが企画され、 一連 の コ ンサー ト が催された か ら で あ る 。
し か し 、 1 85 5 年 1 1 月 1 5 日 の 閉会式・褒賞授与式とそれ に続 く コ ンサー ト は 当 時と し て は 異例 の 規模
を も ち 、 音楽祭と呼 び う る 規模で あ っ た。 1 1 日 間 に わ た り 、 オ ー ケス ト ラ の コ ンサー ト や軍楽隊 の コ
ンサー ト 、 そ し て合唱オルフェオ ン の 記念 コ ンサー ト が合 計 1 0 回 に わ た っ て 行 な わ れた の で あ る 。
オルフェオ ン の コ ンサー ト は 同 一 プ ロ グ ラ ム が違 っ た 団体 に よ っ て 2 回演奏され た。 ま ず 1 1 月 1 8 日
に は、 グ ノ ー 率 い る パ リ ・オルフエ オ ン 協会 を 中 心 に 1 ,600人、 さ ら に 1 1 月 2 5 日 に はフ ラ ンス全土と
ベルギーか ら さ ま ざ ま な オルフ エ オ ン の代表が集 ま っ た。
実 は 、 こ の 2 回 目 の 全 国 規模 の コ ン サ ー ト は 、 パ リ 合 唱 協 会 会 長 の ユ ジ ェ ー ヌ ・ ド ラ ボル ト
( 1 8 1 8-86） の 呼 びか け に よ り 、 急速企画され た も の だっ た。 『オルフェオ ン 』 誌の 1 1 月 1 5 日 号 に は、
各地 の オルフェオ ン 団体 の 会長に宛てて、 ド ラ ボル ト が書 い た公開状が掲載されて い る 。 1 1 月 7 日 付
け の こ の手紙の 中で、 ド ラ ボル ト は 1 1 月 1 5 日 の褒章授与式とそれ に続 く コ ンサ ー ト 、 特 に 1 1 月 1 8 日 に
行われ る パ リ 合唱協会とオルフェオ ン・ ド ・パ リ の混成に よ る 1 600 人 か ら な る 合唱 団 に よ る コ ンサー
ト に つ い て述べ、 大胆な提案 を 行 っ た。 そ の 一週間後 の25 日 にフラ ンス各地と外国 の オルフェオ ン 団
体 を 集 め た 大フェステ ィ ヴ ァ ル を 産業宮で行 い、 一連の万博記念 コ ンサー ト の 締 め く く り に し よ う と
い う の で あ る 。
ド ラ ボル ト は各 オルフ エ オ ン 団体 に 対 し 、 代表 メ ンバーだけで も 「団体旗と共 に 」 パ リ に送 る よ う
にと呼びか け た 。 そ し て、 オルフェオ ン の メ ンバー に 対 し て鉄道 の運賃 を 無料 に す る 交渉が こ のフ エ
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ステ ィ ヴ ァ ル の責任者た ち に よ っ て行わ れて い ると伝えた。 ま た、 参加意志 を 表明 し た 団体 に 対 し て
はす ぐ に 人数分の 楽譜が送 ら れ る こと に な っ て い た。 ち なみ に 、 オルフェ オ ン・フ ェ ステ ィ ヴ ァ ル に
参加す る メ ンバー に対す る 鉄道割 引 は、 1 867年万博で大がか り に行 わ れ る こ と に な る 。
準備期 間 が 明 ら か に 不足 し て い た に も か かわ ら ず、 ド ラ ボル ト の呼びか け に 応 え て 、 フ ラ ンス圏内
か ら は67、 ベ ル ギ ー か ら 29 の 合計96 も の合唱団体が1 1 月 25 日 に パ リ に 集結 し 、 3,500 人 の 合 唱 団 員 の
歌声が会場とな っ た産業宮 に 響 き渡っ た。 地方の オルフェ オ ン の 団員や隣国 の オ ルフ ェ オ ン の 団員 が
大挙 し てパ リ に や っ て き た の は、 こ れが初 め て で あ り 、 大 き な意味 を も っ て い た 。
グ ン プ ロ ヴ ィ ッ ツ に よ れ ば、 1 1 月 25 日 の 万博での オルフェ オ ン の コ ンサー ト で演奏された グ ノ ーや
ク ラ ピ ソ ン、 オベールな ど の 合唱曲か ら な る 下記の プ ロ グ ラ ム は、 それ ま で 聞 か れて い た オルフェ オ
ン のフ エ ステ ィ ヴ、 ァ ル の曲 目 を継承す る も のだっ たとい う 。 こ の う ち 、 ク ラ ピ ソ ンとオベール が 当 時
の 芸術 ア カ デ ミ ー 会 員 で あ り 、 ロ ラ ン・ ド ・ リ レ ［フ ラ ン ソ ワ ＝ ア ナ ト ー ル ・ ロ ー ラ ン の 通 称］
( 1 824- 1 9 1 5） と グ ノ ー は オルフェ オ ン の 歌 う 合唱曲の 作曲家と し て頭角 を 現 し て き た若手の指導者で
あ っ た。
• 1 855年パ リ 万 博 閉幕後 の オルフ ェ オ ン・コ ンサー ト 曲 目
英国国歌 《 ゴ ッ ド ・セ ー ヴ・ザ・ク イ ー ン》
ロ ラ ン・ ド ・ リ レ 《サ ン・ユベール L a Saint-Hu bert 》
《退却 L a Retr aite 》
グ ノ ー 《ガ リ ア の酒 Le Vin des Gau lois 》
《オー・サル タ リ ス 0 Salut aris 》
《皇帝万歳 Vive L ’'Em. ereur f》
ク ラ ピ ソ ン 《武器を取れ！》
オ ベ ー ル 《ポルテ ィ チ の も の 言わぬ娘 L a muette 臼e Portici )》か ら 合唱
こ の プ ロ グ ラ ム の な か で は、 グ ノ ー が特別 に書 き 下 ろ し た合唱曲《皇帝万歳》が初演された こ とが
注 目 され る 。 ま た、 イ ギ リ スの 女王がパ リ 万博 を訪問 中 だ、 っ た こ とか ら 英国国歌 も プ ロ グ ラ ム に入れ
ら れた。 コ ンサー ト に はナポ レ オ ンE世やサルデニ ア王を始めと し て 2 万 人 を越え る 人 々 が集 ま り 、
オルフエ オ ン の 歌声 に拍手を送っ た （Gumplo wicz 1 987 : 95） 。
オルフ ェ オ ンが万博の記念 コ ンサー ト の 一環として登場 し た ことで、 オルフェ オ ン はそ の 存在 を 強
烈 に ア ピ ー ル し 、 注 目 を 集 め る こ と に な っ た。 い わ ば公的なお墨付 き を 得 た の で あ る 。 万博全体の大
き な 目 的 の ひとつ は、 民衆の啓蒙とい う 点で あ っ たが、 オルフェ オ ン は こ の点 に見事 に合致 し て い た。
こ の あと 聞 か れ る パ リ 万博で、 オルフエ オ ン の存在 は一段と重み を 増 し 、 「音楽展J 部 門 の ひとつ の
柱と し て、 フラ ンス国 内外か ら ア マ チ ュ ア合唱団を集め て コ ン ク ー ルや コ ンサー ト が大 々 的 に催され
る こ と に な る 。
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2 . 1 867年第 2 回パ リ 万博に おける合唱・器楽オルフェオ ン
(1） 合唱オルフ ェ オ ン の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ール
パ リ 万博 「音楽展J に お け る ［オル フエオ ンj
1 85 5 年 の パ リ 万博 の後、 オルフェオ ン を め ぐ る 国際的な 動 き は加速 し 、 1 860年 に は ロ ン ド ン で英仏
フェステ ィ ヴ、 ア ル が 聞 か れ 、 さ ら に 1 865年 に は ド レスデ ン で 「第 1 回全 ド イ ツ 合 唱 団連合祭J が 聞 か
れて い る 。 こ のとき にフラ ンス側 の代表と し て、 リ ヨ ン か ら 他の 3 人 の メ ンバーと共 に 参加 し た の が、
エ ミ ー ル・ギ メ ( 1 836- 1 9 1 8） で あ る 。 ギ メ は、 パ リ の 「 ギ メ 美術館」 の 収 蔵 品 を 収集 し た 人物 で 、
日本 を訪れた こ と も あ り 東洋美術の コ レ ク タ ーと し て知 ら れて い る が、 リ ヨ ン の 実業家で あ り 、 率先
し て リ ヨ ン に オルフェオ ン を作 っ た 人物であ る。 ギメ は ド レスデ ンで非常に 暖か い歓迎を 受け感激 し た。
さて、 1 867年第二帝政下 で 聞 かれた第 2 回パ リ 万博では 「音楽」 が芸術 の 一部門と し て 認知され、
特別 なイ ベ ン ト が行わ れ た が、 そ の な か に合唱 も 器楽 も 含 め 、 オルフェオ ン のフェステ ィ ヴ、 ア ルと コ
ン ク ー ル は し っ か り と組み込 ま れ て お り 、 こ の後 の 1 878年、 89年、 1 900年 の 一連 の パ リ 万博で も オル
フェオ ン の イ ベ ン ト は必ず実行され た。 （ ち なみ に 、 一連 の パ リ 万 博 で は 「オ ルフェオ ンj は 一 貫 し
て合唱 オルフェオ ン だ け を 指す言葉と し て使われ、 器楽オルフェオ ン に 関 し て は吹奏楽団と金管合奏
とい う 言 い 方がなされ て い た。 し か し 、 本稿で は、 合唱 オルフ エ オ ン お よ び器楽オルフェオ ンと し て
表記す る ） こ の こ とか ら も 、 合唱や吹奏楽団が 1 9世紀フラ ンスの音楽 を 代表す る 活動と し て認知され
て い た こ とがわ か る 。 ち なみ に 1 867年 の 年、 文部省 の統計では、 フ ラ ンス全 国 に 3,243 の 音 楽 団 体 が
あ っ た。 こ れが 1 870年 に は総数7 000 に ま で増 え て い る 。 すで に小さな村 に ま で オ ルフェオ ン は広 が っ
て い た の で あ る 。
さて、 1 867年の 「音楽展J の 開催が公表 さ れた 1 867年 2 月1 8 日 付 の ア レ テ〔省令〕で、 演奏委員会
の 第 2 セ ク シ ョ ン が合唱オルフェオ ン のフェステ ィ ヴ、 ァ ルとコ ン ク ー ル を 組織す る こ とが決 ま っ た。
こ の 委員会 の メ ンバー に は作曲家の ト マ や、 コ ー エ ン、 指揮者の ア ンル な ど が入 り 、 書記 に ロ ラ ン・
ド ・ リ レ が納ま っ た。 フラ ンス国立古文書館 に 残 っ て い る ロ ラ ン・ ド ・ リ レ の オルフェオ ン 関 係 の 収
支報告 を 見 る と、 25,500フ ラ ン の予算 に 対 し 、 支 出 は 2 2,338フラ ン 50サ ン チ ー ム 、 差 し 引 き 3, 1 6 1フ ラ
ン50サ ンチーム の残金が出 て い る 。 こ の 「予算内 に収め る」 才能を ア ピールす る こ と に よ っ て ロ ラ ン・
ド ・ リ レ はそ の後 の 3 回 の パ リ 万博で も オルフェオ ンと 自 分 の地位 を し っ か り 保つ こ と に な る 。
さて、 音楽に よ る 民衆の教化 を ね ら っ て い た政府 に よ っ て、 オルフェオ ン は ま たとな い 教育装置だっ
た 。 1 867年パ リ 万 博 の 際 に 文部省が発行 し た 教育 関 係 の報告書 に よ れ ば、 公 式 の 統 計 で 、 こ の 年、
3,243 の 音 楽 団体が存在 し 、 90,522 人 の 活動会員と56,977 人 の 名誉会 員 が い た こ とが わ か る （R apport
1867: 1 48) (l［。
では、 オルフエ オ ン を構成 し て い た の は、 社会 的 に ど の よ う な 階 層 だ、 っ た の だ ろ う か。 コ メ ッ タ ン
の 本 に は、 リ ヨ ン で 聞 かれた オルフエ オ ン の コ ン ク ー ル に 集 ま っ た 団員 た ち の職業 を 調査 し た 表が載
せ ら れて い る 。 それ に よ れ ば以下 のとお り で あ る （Comettant 1 869 : 64） 。
労働 者 3, 068名 ；農 民 920名 ；従業員 896名 ； 実業家、 商 人756名 ； 地主、 金利生活者 3 94名 ； 教授、 教師、
芸術家 3 1 2名 ；弁護士、 公証人、 医師、 書記 296名 ；軍 人 60名 ；
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市 ・ 区 ・ 村長 41 名 ； 聖職者1 8名 ；侯爵l 名 ；羊飼 い 1 名 ；上院議員l 名
一見、 オルフェオ ン の参加者が社会的 に 多様d性 に富み、 さま ざ ま な階層 を 含 ん で い る よ う に見え る 。
し か し 、 一般 に 、 民衆的な 団体とい う も の は 「よ り 上 の階層 の メ ンバー を 数人必要と し て い る 。 彼 ら
は法律的・知的な助けとな り 、 出資者とな り 、 当 局 に保証金 を払 う 」 も の で あ る （Gumplo wicz 1 987 : 
1 26） 。 し た が っ て、 名誉会員と実際 に活動 し て い る 一般会員との混 同 は避 け な け れ ばな ら な い。 こ う
し てみ る と、 コ メ ッ タ ン が 掲 げて い る 表か ら も 、 オルフェオ ン の 一般会員 は、 従来音楽活動とは あ ま
り 縁の な か っ た 労働者や農民、 従業員 な ど、 社会 の低 い階層 に 集 中 し て い た ことが う か が え る 。 オル
フエ オ ン の活動 こ そ は、 民衆の啓蒙 を旗印 に し た万博の理念にぴっ た り 合致す る も の だ、 っ た。
ま た、 オルフェオ ン の 役割 は 民衆 に 音楽 を広げる だ、けではなか っ た。 1 867年 の 万博報告書 の 中 で音
楽教育 に つ い て述べ た ロ ラ ン・ ド ・ リ レ は、 相互扶助の組織と し て機能 し て い る オルフェオ ン に つ い
て言及 し て い る 。 そ れ に よ れ ば、 そ う し た組織の な か に は貧窮者 に 対 し て 6 年 間 に 1 4,000フ ラ ン の 援
助 を 行な っ た 団体が あ る こ と、 ま た、 綿業危機 に際 し て は、 ノ ルマ ン デ ィ とア ルザスの労働者 に オル
フェオ ン の コ ンサートの収益で、 総額1 0万フラ ン の義援金が送 ら れた こ と、 そ し て、 フラ ンスの オル
フェオ ン が過去 1 0年 間 に慈善事業 に 使 わ れ た 金額は 1 50 万フ ラ ン 以 上 に 見積 も ら れ る と述 べ て い る
(R apport 1867: 1 48） 。
「音楽は個別 に励む場合は芸術 の ひとつ に過ぎな い が、 みんな で実践すれば道徳 の 学校 に な る 」 と
は オルフェオ ン の 活 動 に 特 に肩入れ し て い た コ メ ッ タ ン の ことばだが、 コ メ ッ タ ン に 限 ら ず、 音楽が
一般大衆 を 道徳的 に啓蒙す る 有用 な も のだとい う 思想 は 当 時広 く 普及 し て い た。
オルフエ オ ン の活動 の広が り に 背 中 を押され る よ う に し て、 1 860年代、 文部省 も 唱歌教育 に 本腰 を
入 れ る よ う に な っ た 。 1 863 年 か ら 69 年 に か け て 文 部 大臣 を 務 め た ヴ ィ ク ト ル ・ デ ュ リ ュ イ
( 1 8 1 1 - 1 894） は例 年、 小学校教員養成学校と小学校 に お け る 唱歌教育の現状 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実
施 し 、 1 865年 1 月 30 日、 小学校教員養成学校と リ セ の学生 に唱歌教育 を課す ア レ テ を 出 し た。 こ れ に
よ っ て 唱歌は、 小学校教育養成学校 に お い て は週5時間、 リ セ では 4 年生 の ク ラ ス ま で週 2 時 間 の 必
修科 目 とな っ た。 ま た、 それ以上の 学年 に つ い て は、 週 1 時間 自 由 選択科 目 と し て定 め ら れた 。 こ の
ア レ テ は 、 小学校教員養成学校 に お い て は か な り 実行され たが、 リ セ に お い て は校長の理解 を 得 ら れ
な い こ とが多 く 、 広 く 実現され る に は至 ら な か っ た （Gerbod 1 983 : 37-40） 。
し た が っ て オルフェオ ン の メ ンバー は （器楽オルフェオ ン の メ ンバー も 含 め ） 音楽教育 を 受 け た こ
とがな いものが大半 を占め たため、 楽譜を見ても音を取る ことができ なか っ た。 し かも彼 ら は ソ ルフェー
ジ ュ の基礎 を 学ぶ ことを嫌が っ た た め 、 音楽的な水準はなかなか向上 し な か っ た （Gerbod 1 983 : 30） 。
1 867年万博では、 合唱オルフェオ ン 関 係 の イ ベ ントの た め に 25,500フ ラ ン が投 じ ら れ、 7 月 に 数 々
の催 し が企画された。 主要なイ ベ ントは通常行われて い る オルフェオ ン・フェステ ィ ヴ ァ ル に 準 じ た
も のだっ た が、 規模は国際的で、 フラ ンス国外か ら はベルギー、 プ ロ シ ア 、 英国、 スイ スか ら オルフエ
オ ン が参加 し た。 一方、 一般展示 の第 1 0 グルー プ 「民衆の 肉体的・精神的 生活条件 を改善す る た め の
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製品J の 中 に オルフェオ ン も 入 り 、 オルフェオ ン の活動 の た め の 楽譜や楽器、 旗な ど が展示された。
オルフェオ ン の 役割 を 高 く 評価 し て い た組織委員会は、 万 博 に 参加す る 全 国 の オ ルフェオ ン の メ ン
バー に 対 し てさ ま ざ、 ま な便宜を図っ た。 彼 ら に は格安の宿が用 意され、 鉄道 の 割 引 が行われ た 。 そ の
割 引 率 は鉄道会社や距離 に よ っ て 異な る が、 通常運賃の 4 割か ら 最大 で 7 割5分 引 き と い う 超破格値
だ、 っ た （L ’'Ec ho des Orp heons : 20 juin 1 867） 。 さ ら に 、 参加者 に 対 し て は、 パ リ と博覧会 の 地図、
安価な レス ト ラ ンやホテ ル の リ ス ト 、 さ ま ざ ま な特典の つ い た個 人 カ ー ド が配 ら れた。 こ う し て 全国
各地か ら オルフェオ ン 団 員 が首都パ リ を め ざ し て続 々 と集 ま っ て き た 。 そ の 数、 約5,000 人 。 参加 し
た オ ルフェオ ン 団体は220 を 数 え た山。
こ れ ら の特例措置 を 見 て も 、 組織委員会がオルフエ オ ン に つ い て は積極的 に 支援 し て い た こ とが分
か る 。
な お 、 オルフェオ ン に 関 し て はフェステ ィ ヴ ァ ル・コ ン ク ー ル の ほ か に 、 オ ルフェオ ン 関 連 の 資料
の展示 も 行われ、 ロ ラ ン・ ド ・ リ レ の もと に 証書 （デ ィ プ ロ マ） 、 規約、 規則等が各地か ら 集 め ら れ
た （L 'Ec ho des Orp heons : 5 dee. 1 867） 。
フェステ ィ ヴ ァ ル・ コ ン ク ー ルでは、 内容面では コ ン ク ール に 、 今 回 か ら 「初見」 演奏がと り い れ
ら れた の が注 目 され る 。 コ ン ク ー ルは 2 つ の 部門 に 分かれて い た。 ひとつ は優秀 団 体 を 集 め た 「国際
コ ン ク ー ル」 で あ り 、 も う ひとつ はフラ ンス圏内 の 一般の コ ン ク ー ルで、 こ ち ら は5つ の 部 門 に 分 か
れて い た。 日 程 は下記 の よ う に 定 め ら れた。
1 867年 7 月 5 日 第 1 回フェステ ィ ヴ、 ア ル
7 月 6 日 フラ ンス圏内 の オルフェオ ン の コ ン ク ール
7 月 7 日 第 2 回フェステ ィ ヴ ァ ル
7 月 8 日 優秀団体 を 集 め た 国際 コ ン ク ー ル
7 月 9 日 賞牌授与式 （兼フ エ ステ ィ ヴ ァ ル）
し か し 、 オルフェオ ン のフェステ ィ ヴ、 ア ル 自 体は、 聴衆 を集め る こ とは で き な か っ た。 例 え ば 『ル
ヴ、 ユ ー・エ・ガ、ゼ、 ツ ト ・ ミ ュ ジカ ル』 は、 7 月 5 日 のフェステ ィ ヴ ァ ル に つ い て 、 事前 に 売れた チ ケ ッ
トは53枚だけ で 、 無料 の チ ケ ッ ト が大量 に 出 回 っ た に も か か わ ら ず、 会 場 に 集 ま っ た 観客は8,000 人
に 過 ぎな か っ たと報 じ て い る （RGMP : 1 4  juillet 1 867） 。 前 回 の 1 855年パ リ 万博 時 に は 同 様 の催 し で
2 万 人 を 集 め た こ と を 考 え れ ば、 こ の 人数 は い か に も 物足 り な い。 そ の 記事では 「合唱音楽が民衆の
モ ラ ル の向上と教育 に 役立 つ こ とは疑い な い が、 合唱音楽は 自 ら に し か興味 を も っ て い な しりと書か
れ て い る 。 ま た、 会 場 の音響効果が悪 く 、 音が吸い込 ま れ て し ま う こ と も 問題だっ た。
7 月 6 日 に 聞 かれたフラ ンス国 内 の 団体 を 対象 に し た コ ン ク ー ル は能力 別 に5つ の 部 門 に 分か れ て
い た 。 コ ン ク ー ル 自 体 に つ い て は、 フ ラ ンスの優秀部門 division d 'excellence と国際 コ ン ク ー ル に 関
し てだ け は 万 博 に ふさわ し いと評された。 国際コ ン ク ー ル に参加す る 団体は母国語 で 2 曲 を 演奏す る
こ と に な っ て い た。 そ こ に はパ リ 、 リ ール、 マルセイ ユ、 リ エー ジ ュ 、 ロ ン ド ン な ど の優れた 団体が
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参加 し た。 審査員 は数多か っ た が、 そ の 中 で、 ビゼーやサ ン ＝ サー ンスな ど の若手作曲家 の 名 前が見
ら れ る の が興味深 い。
一方、 7 月 5 日 と 7 月 7 日 の 2 回行われたフエステ ィ ヴ、 ア ルは、 ジ ョ ル ジ ユ・ア ンルの指揮、 パ リ ・
ギ ャ ル ド の協 力 （パ リ ・ギ ャ ル ド が第 l 部と第 2 部の 間 で演奏 を 披露） に よ り 、 以下 の プ ロ グ ラ ム を
演奏 し た （L 'Ec ho des Orp heons : 20 ju illet, 1 867、 図 7 参照） 。
• 1 867年万博合唱オルフ エ オ ン・フ エ ステ ィ ヴ ァ ル曲 目 （ 7 月 5 日 ＆ 7 月 7 日 ）
第 l 部
①《 ド ミ ネ・サル ヴム Domine Sal vum 》 ② ト マ ： 《平和 の聖堂 Temple de l a  P aix 》
③ ラ モ ー ： （（夜へ の 賛歌 砂mne a l a  Nuit 》 ④ グ ノ ー ： 《ガ リ ア の酒 》
⑤ F. 夕、 ヴ、 イ ツ ド 《祈 り In voc ation 》 ⑥ ロ ラ ン・ ド ・ リ レ ： 《村の婚礼 L a Noce de Vill age 》
第 2 部
⑦マイ ヤ ベ ー ア ： 《ア フ リ カ 女 L ’'Afric aine 》か ら 「水夫 の合唱」
⑧ ア レ ヴ ィ ： 《 ジ ャ ガ リ ー タ J agu arit a》
⑨ ロ ラ ン・ ド ・ リ レ《闘技場での 殉教者た ち Les Martyrs aux Arenes 》
⑩ ト マ ： 《そ り Les Tr afne au 》 ⑪ ボ イ エルデ ュ ー ： 《二夜 の 笑 話 F abli au des Deux Nuits 》
⑫ ア ダ ン ： 《鉄床 （かなと こ ） L 'Enclume 》
小曲が数多 く プ ロ グ ラ ム に 上 が っ て い る が、 そ の ほとん ど は、 それぞれ の 部 門 （デ ィ ヴ ィ ジ ョ ン）
の課題曲とな っ て い た曲だ、っ た。 それぞれの曲は全員で歌われ る わ け で は な く 、 そ の曲が コ ン ク ール
の課題曲とされた デ ィ ヴ ィ ジ ョ ン に よ っ て のみ歌わ れたが、 それ ら の 団体 は ア ンサ ン プルと し て訓練
されて い な い た め 、 演奏は決 し てす ぐれた も の ではな か っ た （RGMP : 2 1  ju illet 1 867） 。
(2) 「裏」 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル の存在
万博の報告書 の 中 に は合唱 オルフエ オ ン の コ ン ク ールとフェステ ィ ヴ ァ ル に つ い て簡 単 に 述 べ ら れ
て い る が、 そ の 中 に ま っ た く 出 て こ な い事実があ る 。 「音楽展」 の一部と し て実行され た オルフェオ
ン・フェステ ィ ヴ ァ ルとは別 の オルフェオ ン・フェステ ィ ヴ ァ ルが 2 つ も 並行 し てパ リ で 聞 か れて い
た こ とであ る 。
ひとつ は、 ド ラ ボル ト が芸術協会 Association artistique の会長テ ロ ー ル男爵ととも に企画 し た、 国
際的なオルフェオ ン・フェステ ィ ヴ、 ア ル 「フエ ステ ィ ヴ ァ ル ＝ コ ン ク ール・ユニ ヴェルセ ル」 で あ る 。
英仏フェステ ィ ヴ ァ ル の後、 ド ラ ボル ト の勢 力 は衰 え 、 彼はオルフェオ ン 団 体の 指導部か ら 排除され
た。 し か し 、 ド ラ ボル ト は 自 分 自 身で別 の 団体 を 作 り 、 活動 を 続 け て い た の だっ た。 彼は 1 866年 6 月
1 6 日 付 「オルフ エ オ ンJ 誌上で67年のオルフ エ オ ン・フェステ ィ ヴ ァ ル の プ ラ ン を 発表 し 、 準備 にと
り か か っ た。 つ ま り 、 「音楽展」 の プ ラ ンが決定す る 以前 の話で あ る 。 そ の後、 「音楽展」 に オルフエ
オ ン 関係 の イ ベ ン ト が入 る ことがわか っ て も 、 ロ ラ ン・ ド ・ リ レと ド ラ ボル ト は両者の催 し を 融合さ
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せず、 それぞれが独 自 に 計画 を 進 め た た め 、 こ の 年パ リ で は 国際オルフ エ オ ン・フ エ ステ ィ ヴ ァ ルが
複数 聞 か れ る とい う 事態 に な っ た。
こ の 「フェステ ィ ヴ ァ ル ＝ コ ン ク ール・ユニ ヴ、 エ ルセル」 は、 8 月 25、 30、 3 1 日 に行われ、 さ ら に 、
『フ ラ ンス・ コ ラ ール』 誌が企画 し た 「フ ラ ンス・ コ ラ ー ル国際コ ン ク ー ル」 が 8 月 1 日 に 開催され
た こ と も さ ら に 事態 を 複雑 に し た。 ち なみ に ど ち ら の コ ン ク ール も広義 の意味で の オルフェオ ン で あ
り 、 吹奏楽やフ ァ ン フ ァ ー ル な ど器楽 の 団体 も 含 ま れて い た。 実は 当 時、 器楽 も 含 め 、 広義の意味で
の オルフェオ ン の コ ン ク ールと コ ンサー ト は非常に 盛ん に 行われて い た。 吹奏楽関連 に 絞 っ て も 1 867
年 に 、 30 も の 大小のイ ベ ン ト がフラ ンスで 開催されたとい う 。 そ の う ち の 3 つ が、 パ リ で 7 月 と 8 月
に 連続 し て行われ、 そ の ひとつが万博関連の も のだっ たわ け で あ る (L 'Instrument al : 30 nov. 1 867） 。
こ の よ う に 同種の 企画が乱立す る な か で行われたパ リ 万博 の オルフェオ ン・フェステ ィ ヴ ァ ルが成
功す る はずがなか っ た。 当 然、 なぜ一緒 に 開催で き な か っ た の か 、 とい う 声 も 上が っ た が、 国 が管轄
し た 万博の オルフェオ ン の イ ベ ン ト の 褒賞授与式 （ 7 月 9 日 ） に は ナ ポ レ オ ンE世と皇后 を は じ め要
人 た ち が出席 し た ことは注 目 され る 。 宮廷は喪 に服 し て い たが、 それで も なお、 皇帝と皇后が二人揃っ
て 出 席 し た こ とは、 オルフェオ ン に 対す る 宮廷 の 強 い 思 い入れが現れて い た。 優秀賞は皇帝みずか ら
授与 し 、 参加 し た オルフェオ ン 団体 に はすべて記念 メ ダルが与え ら れた。 民衆の た め の 音楽 に は、 中
身 を 間わず、 国家がパ ッ ク ア ッ プす るとい う 印だっ た （Comettant 1 869 : 1 83- 1 84） 。
(3） 器楽オル フ ェ オ ン （ ア マ チ ュ ア 吹奏楽団 と 金管合唱） の フ エ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ー ル
オルフェオ ン に 続 い て、 ア マ チ ュ ア の 吹奏楽団と金管合奏のフェステ ィ ヴ ァ ルと コ ン ク ールが行わ
れた。 こ ち ら も オルフェ オ ンと同 じ く 、 一般大衆の啓蒙 を め ざ し て全国で展開されて い た運動だ っ た。
「音楽展」 の 委員会と し て は、 演奏委員会 の第 3 部門 が、 こ の ア マ チ ュ ア の 吹奏 楽と、 軍楽隊の イ ベ
ン ト の 両方 を扱 っ た。 予算は合わせて45,500フラ ンだっ た。
ア マ チ ュ ア 吹奏 楽 団 に つ い て は、 25 団体、 3,000 人 の ア マ チ ュ ア 演 奏 家 が 7 月 1 4 日 に 産業宮で行わ
れたフェステ ィ ヴ ァ ル に集 ま っ た。 聴衆は約10 000人だっ た。 興味深 い の は、 そ の う ち 半数は 「新デ ィ
ア パ ゾ ン Nouveau diapason」 に 基 づ く 楽器で、 残 り の 半 数 は 「 ｜日 デ ィ ア パ ゾ ン Ancien diapasonJ に
基づ く 楽器を 使用 し て い た が、 両者は一緒 に は演奏で き な い の で、 それぞれ別 の曲を 吹 い たと い う 点
で あ る 。 1859年、 フ ラ ンスは他国 に 先駆 け て標準 ピ ッ チ （摂氏 18度 で 1 点イ が毎秒435 ヘ ル ツ ） を 採
用 し 、 以後、 楽器は新 し い標準 ピ ッ チ に 合わせて製造され る よ う に な っ た。 新 デ ィ ア パ ゾ ン の 楽器と
は そ の 標準 ピ ッ チ を 採用 し た 楽器の こ とだと考 え ら れ る 。
フ ェ ステ ィ ヴ ァ ル で演奏された 9 曲は以下の通 り で あ る 。 こ の う ち 「 ｜日 デ ィ ア パ 、ノ ン」 の 楽器で演
奏され る も の が メ ン デルスゾー ン の《結婚行進曲》な ど5曲、 「新 デ ィ ア パ ゾ ン」 の 楽器で演奏され
る も の が ワ ー グ ナ ー の 《 ロ ー エ ン グ リ ン》の合唱や マ イ ヤ ベ ー ア の《預言者》か ら 行進曲な ど 4 曲と
い う 構成 に な っ て い た。 ア マ チ ュ ア の 吹奏楽団や金管合奏で使用されて い る 楽器は 旧 来 の タ イ プ が ま
だ多か っ た わ け で あ る 。 ま た、 帝国委員会の第 3 セ ク シ ョ ン （金管合奏、 吹奏楽、 軍楽隊） の 書記 を
つとめ て い た エ ミ ー ル・ ジ ョ ナスの作品が 2 曲 も入れ ら れて い る の は一種の 「役得」 と い え よ う 。 な
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お 、 曲 目 中 の〔旧 〕 は 旧 デ ィ ア パ ゾ ン 、 〔新〕 は新デ ィ ア パ ゾ ン を 指す。
• 1 867年パ リ 万博・吹奏楽フェステ ィ ヴ ァ ル曲 目 （ 7 月 1 4 日）
① メ ユー ル ： 《ジ ョ ゼフ Josef》か ら 「祈 り J 〔旧 〕
②オベール ： 《ポ ルテ ィ チ の も の言わぬ娘》抜粋〔旧 〕
③ グル ッ ク ： 《 ア ル チ ェステ》か ら 行進曲〔新〕
④ メ ン デルスゾー ン ： 《夏 の夜の夢》か ら 「結婚行進曲」 〔旧 〕
⑤ ヴ ァ ー グナ ー ： 《 ロ ー エ ン グ リ ン》か ら 合唱〔新〕
⑥ E. ジ ョ ナス ： 凱旋行進曲《勝利 L a Victoire 》〔新〕
⑦ ロ ッ シー ニ ： 《モイ ー ズ》か ら 「祈 り J 〔旧〕
⑧マ イ ヤ ベ ー ア ： 《預言者》か ら 行進曲〔新〕
⑨ E. ジ ョ ナス ： 《ダイ ア モ ン ド Le Di am ant 》序奏とギ ャ ロ ッ プ〔旧 〕
当 時は楽器の改良が 日進 月 歩で進んで い た時代で、 万博や圏内博では楽器産業が次 々 に新 し い 楽器
を 出 品 し て い た。 旧 来 の楽器 を 使 っ て い た ア マ チ ュ ア演奏家は、 仲 間 の 新 し い 楽器の実際の演奏 を 聞
き 、 ま た産業展示 の 「楽器」 部 門 で新 し い楽器 を な が め た。 楽器産業にとっ て は新 し い 楽器の需要 を
掘 り 起 こ す大 き な き っ か け に な っ た ことは確か で あ る 。 ち なみ に 、 1 878年万博では、 旧 デ ィ ア パ ゾ ン
の話は ま っ た く 出 て こ な い ことか ら 、 そ の 聞 に 新 旧 の楽器の入れ替え が完 了 し た ら し い こ とがわ か る 。
1 867年 7 月 1 4 日のフェステ ィ ヴ ァ ル の翌 日と翌 々 日に、 さ ま ざ ま な等級の コ ン ク ー ルが行われ、 吹
奏楽団と金管合奏それぞれ の グ ラ ン・プ リ が決定 し た。 吹奏楽団 の グ ラ ン・ プ リ は リ ールと ト ゥ ル コ
ワ ン の 団体が受賞 し 、 一方、 金管合奏 に つ い て は楽器製造業者ア ド ルフ・サ ッ ク スの職場の ア ンサ ン
プルが受賞 し た 。 し か し 、 サ ッ ク スの 楽 団 の ア ンサ ン プル の 受賞 に 関 し て は、 「 ア マ チ ュ ア 」 と い う
立場か ら 問題 に な っ た。 例 え ば、 サ ッ ク スの 商売敵で も あ る ゴ ト ロ Gau甘ot 社か ら 出版され て い た
吹奏楽やフ ァ ンフ ァ ー ル の 専 門誌 『ア ンス ト ルマ ン タ ル』 に 編集長の コ ワ イ ヨ ン は次 の よ う に 書 い て
い る ( 1 867年 7 月 20 日号） 。
なぜ、 教授や傑 出 し た演奏家で構成されて い る ア ド ルフ・サ ッ ク ス氏 の 楽団 を 「 コ ン ク ール無
審査 hors concours」 に し な か っ た の か。 1 等 の発表に際 し て は、 野次と 口 笛 が 飛 び交 っ た。 こ
れは実際、 こ の メ ー カ ー の 異論 の 余地 の な い優秀さを示す た め の 商業的な手段で し か な か っ た 。
そ の た め聴衆は正 当 に 、 演奏 に対 し て喝采を送っ たと同 じだけ激 し く 、 褒賞 を 野次 っ た の で あ る 。
3 . 1 878年第 3 回パ リ 万樽における合唱 ・ 器楽オルフェオ ン
今 回 1 878年万博 も ロ ラ ン・ ド ・ リ レ がイ ベ ン ト を取 り 仕切 り 、 7 月 2 1 日、 2 2 日、 23 日の 3 日間 に わ
た っ て、 オルフェオ ン のフェステ ィ ヴ ァ ルと圏内 コ ン ク ールお よ び国際コ ン ク ールが、 8 月 25 日、 26
日、 27 日の 3 日間 に わ た っ て器楽オルフェオ ン （吹奏楽団と金管合奏） のフェステ ィ ヴ ァ ルと国際コ
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ン ク ー ル が 聞 か れた。
こ れ ら の イ ベ ン ト で は、 会場とな っ た ト ロ カ デ ロ 宮ホー ル の 入場料は 1 フ ラ ン 均 一 に 設定され、 平
均 し て客席 の 8 割 が た が埋 ま る （3,463席） と い う ま ず ま ず の 入 り で、 入場料 の 売 り 上 げは平均3,000
フラ ンだっ た （R apport administr atif 1878, 1 : 6 1 2） 。
( 1 ） 合唱オル フ エ オ ン の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ール
音楽専門誌 に よ れ ば、 7 月 2 1 日 の合唱オルフェオ ン のフ エ ステ ィ ヴ ァ ル に はフ ラ ンス圏内か ら 「上
級セ ク シ ョ ン」 と 「優秀セ ク シ ョ ン」 に属す約 2 万人が参加 し た （RGMP, 28 juillet 1 878， お よ び Men,
28 juillet 1 878） 。 演奏曲 目 の う ち 、 ロ ラ ン・ ド ・ リ レ の《エ ジ プ ト の 息子 た ち ／es Fils d’'Egipte 》、
テ オ ド ル・スメ 百L Semet の《聖 ジ ユ リ ア ン l a Saint-Julien 》、 グ ノ ー の《兵士 の 合唱》、 ド リ ー ブ の
《奇跡横町 l a Cour des Mir acles 》の 4 曲はア ン コ ールされ、 ト マ の《チ ロ ル le Tyrol 》川、 F. ダヴ、イ ツ
ド の《夜 の 歌》、 ブル ゴー ＝ デ ュ ク ド レ ー の《わが祖先 Nos Peres 》 も 成功 を 収 め たと い う 。 コ ロ ン
ヌ が指揮台 に 立 っ た が、 グ ノ ーや ト マ や ブル ゴー ＝ デ ュ ク ド レ ー の作 品 の 演 奏 の際 に は、 そ れぞれ作
曲者に指揮棒 を渡 し た。 ま た、 フエステ ィ ヴ ァ ル に はギ ャ ル ド ・ レ ピ ュ ブ リ ケ ー ヌ も 参加 し 、 セ レ ニ ッ
ク の指揮で 2 曲演奏 し た。
7 月 22 日 に は、 フ ラ ンスの合唱 オルフェオ ン の国内 コ ン ク ールが開 かれ、 初見部門と演奏部門 に 分
か れて コ ン ク ー ルが実施された。 翌23 日 に は外国の 合唱オルフェオ ン の コ ン ク ー ル 凶と国際コ ン ク ー
ル、 そ し て賞牌授与式が行われた。 審査委員長は ト マ だ っ た。 国際コ ン ク ー ル の 結果 は 、 上級部 門 の
1 位が リ ー ル の 団体、 2 位が ブ リ ュ ッ セ ルの 団体とハ ー グ の 団体、 3 位がル・ア ー ヴル の 団体だ っ た。
ま た、 混声合唱セ ク シ ョ ン でイ ギ リ スの 団体が 1 位とな っ た （ ヘ
一方、 オルフ エ オ ン の 4,000人 の メ ンバー は、 6 月 30 日 に パ リ 市が外国か ら の 賓客の た め に 聞 い た
「 グ ラ ン ド ・フェ ッ ト ・ナ シ ョ ナル」 に も 300人 の演奏家た ち とと も に 参加 し た。 合唱指揮は ダ ノ ゼー
ルが、 オ ー ケス ト ラ の指揮 は コ ロ ン ヌ が担 当 し た。 曲 目 に は、 フラ ンスの 作品だけで な く 、 メ ン デル
スゾー ン の《 ロ ー レ ラ イ 》や リ ス ト の ハ ン ガ リ 一行進曲、 ウ ェーパー （ベル リ オ ー ズ編曲） の《舞踏
へ の勧誘》な ど、 さ ま ざ ま な作品が並んだ。 コ ンサー ト の 中 で は バザ ン が ヴ ィ ク ト ル・ユ ゴー の 詩 に
曲付 け し た《フ ラ ンス に 栄光 あ れ Gloire a l a  Fr ance 》の 美 し い 合 唱 が特 に す ば ら し く 、 拍手が長
く 続 い たと い う 《 ヘ グ ノ ー は オ ルフェオ ン のフェステ ィ ヴ ァ ル の た め に 新曲《フ ラ ンス万議 Vive l a  
Fr ance 》 を 大急 ぎで作曲 し た 。 こ れ は ポ ー ル・デル レ ー ド ( 1 846- 1 9 1 4） げ ｝ の 詩 に よ る も の で、 多忙
な グ ノ ー は こ の 作 品 の オ ー ケス ト レ ー シ ョ ン を ア ン ド レ・ヴ ォ ル ム ゼル ( 1 8 5 1 - 1 926） に 任せ たと報
じ ら れて い る （Men. : 7 juillet 1 878） 。
万博の 「音楽展」 に お け る 合唱オルフェオ ン関係の イ ベ ン ト は、 公的な も の で あ っ た に も か か わ ら
ず地味な印象 を 与 え る 。 報告書 に も 非常 に簡単な記載 し か な い。 こ れ は、 当 時、 オ ルフ エ オ ン の活動
が順調 に広が っ て い た こ と を 考 え る と不思議で あ る が、 実は、 1 867年パ リ 万博時と同 様 に 、 1 878年パ
リ 万博 の 際 に も 合 唱 オルフェオ ン の 「裏」 フェステ ィ ヴ ァ ルが大 々 的 に 聞 か れて い た の で あ る 。 「裏」
フ エ ステ ィ ヴ ァ ル の ひとつ は、 専 門 の音楽雑誌 『オルフェオ ン』 紙の主催 に よ る も の で、 万 博 の 公 的
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な オ ルフェオ ン の イ ベ ン ト の わずか 1 週間 に 、 三 日 間 に わ た り 聞 か れた。 こ ち ら で も 国際 コ ン ク ー ル
が 聞 か れ、 コ ン ク ール はパ リ 中 の あ ら ゆ る 演奏会場 を使 っ て行わ れ た ばか り でな く 、 フ エ ステ ィ ヴ、 ア
ル は チ ユ イ ル リ 一 宮殿 の 庭 で大規模 に 行 わ れ たとい う (RGMP, 1 4  ju illet, 1 878） 。 こ ち ら のフ エ ス
テ ィ ヴ ァ ルと コ ン ク ー ル は全段階 を 網羅 し て い た の で、 参加人数 も 多か っ た こ とは理解で き る と し て
も 、 オルフェオ ン の 世界 で は 、 万 博 の 「音楽展J が も っ て い た 「公的 offic iel」 な オ ー ラ は ほ か の 部
門 に 比べ て 明 ら か に 弱 か っ た よ う に 思わ れ る 。 こ れが一体何 に起 因 し て い る の か は今の段階では不明
で あ る 。
(2） 器楽オルフ ェ オ ン の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ール
一方、 器楽オルフ ェ オ ン （吹奏楽団と金管合奏） のフエステ ィ ヴ ァ ルと コ ン ク ー ル も 合 唱 オ ルフエ
オ ン の イ ベ ン ト に 準ず る 形 で 聞 かれた。 フェステ ィ ヴ ァ ル は 1 878年 8 月 25 日 に ト ロ カ デ ロ 宮ホールで
約 1 ,600 人 の演奏者 を 集 め て行われ、 ア ルパ ン Arban の指揮で、 多数の グルー プが交代 にさ ま ざ ま な
性 格 の 作 品 を 演 奏 し た （RGMP, l 町 sep旬mbre 1 878） 。 RGMP に 曲 目 と し て挙 げ ら れ て い る の は、
エ ロ ー ル の 《〔ル〕・ プ レ・オ・ク レ ー ル》序曲、 ロ ッ シ ー ニ の《ギ ョ ー ム ・テル》序曲、 ラ モ ー の
《 カ ス ト ールとポ リ ュ ッ ク ス》の編曲、 グル ッ ク の《ア ル ミ ー ド 》の編曲、 メ ン デルスゾー ン の《夏
の夜の夢》の行進曲な ど で あ る 。 間 奏と し てオルガ ン がギルマ ン に よ っ て演奏され、 プ ロ グ ラ ム に彩
り を 添 え た。 オルガ ン で は マ ルテ ィ ー ニ の ガ ヴ ォ ッ ト 、 そ し て吹奏楽や金管合奏 に よ っ て演奏された
ばか り の主題 を 使 っ た 即興が行われ、 大喝采されたとい う 。
翌 日 と翌 々 日 は オ ルフェオ ンと同 様 に 、 「上級」 セ ク シ ョ ンと 「優秀」 セ ク シ ョ ン のみの コ ン ク ー
ルで、 審査員 に は ト マ、 グ ノ 一、 サ ン ＝ サー ンス、 マスネ 、 ブル ゴー ＝ デ ュ ク ド レ 一、 コ ロ ン ヌ 、 ド
リ ー ブ、 ギルマ ン、 ジ ョ ン シ エール、 ニ コ ラ イ ・ル ピ ン シティ ン を は じ めとす る 有 名 な 作曲家や演奏
家が顔 を 揃 え て い た。
「上級」 セ ク シ ョ ン の課題曲は ジ ラ ール編曲に よ る ド リ ー ブの《シル ヴ ィ ア》で、 各団体はそ の ほ
か に 1 曲 自 由曲を演奏 し た が、 それ ら は吹奏楽用 に編曲された メ ン デルスゾー ン の《宗教改革》で あ
るとか、 ベ ー ト ー ヴ エ ン の《 田 園交響曲》な ど で あ っ たとい う （A仇 l " sep蜘.bre 1 878） 。 曲 目 か
ら 見 る 限 り 、 か な り 高度 な演奏水準で あ っ た ことが う かがえ る 。 国際コ ン ク ールではルベ－ Rouba ix 
の 団体が 1 位 を獲得 し た 〈ヘ 外国の 団体と し て はベルギー の参加が あ っ た が、 詳細 は不明 で あ る 。
4 .  1 889年パ リ 万博に おける合唱・器楽オルフェ オ ン
続 く 1 889年パ リ 万博で も 「音楽展」 が企画され、 そ の 中 で合唱・器楽オルフェオ ン のフエステ ィ ヴ、 ア
ルとコ ン ク ールが い つ も の 万博と同様 に行われた。
( 1 ） 合唱オル フ ェ オ ン の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ール
第 2 セ ク シ ョ ン の委員会が統括 し た 合唱 オルフェ オ ン の コ ン ク ールとフ ェ ステ ィ ヴ ァ ルは ま っ た く
慣例 どお り の 内容で あ っ た。 取 り 仕切 る の は こ の万博が 3 回 目 の経験とな る ロ ラ ン・ ド ・ リ レ で あ る 。
内容は、 （ 1 ） 非公開 で行わ れ る 初見演奏 の審査、 （2） 演奏の審査、 （3 ） フ エ ステ ィ ヴ ァ ルで あ っ た。 1 889
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年 8 月 1 1 日 と2 5 日 に 聞 か れた コ ン ク ー ル に はえ206人が集 ま り 、 3,500フラ ン の 収益があ っ た。
1889年 8 月 1 1 日 、 ト ロ カ デ ロ 宮で 聞 かれた合唱オルフ エ オ ン のフェステ ィ ヴ ァ ル に は 1800 人 以 上 の
合唱団員 が集 ま り 、 大成功 を 収 め た （Men : 18  aotlt 1889） 。 出演者 を 舞台 に 乗せ る に も 、 舞台 を 広 げ
な けれ ばな ら な か っ た が、 聴衆 も 多 く 、 階段桟敷 （ ア ンフィ テ ア ト ル） の 一番 上 の 段 ま です し 詰 め に
な っ て い たとい う 。
フェステ ィ ヴ ァ ルで は 、 元ギ ャ ル ド ・ レ ピ ュ ブ リ ケ ー ヌ の指揮者、 ポ ー リ ュ スの指揮す る ボ ン・マ
ル シェ〔デパ ー ト〕吹奏楽団が協力 し た。 歌手 た ち は オペ ラ 座指揮者の ヴ ィ ア ネ ー ジ に よ る 「的確で
明 快で見事な 指揮」 に よ り 歌 っ た。 プ ロ グ ラ ム は以下 の 通 り だ っ た。 6,000 人 以 上 が集 っ た こ のフ エ
ステ ィ ヴ ァ ル は文字通 り 熱狂 に 包 ま れたとの ことで あ る 。
• 1 889年 8 月 1 1 日 合唱オルフェオ ン・フェステ ィ ヴ ァ ル曲 目
①《 ラ ・マルセ イ エー ズ》
②サ ン ＝ サー ンス ： 《ケルモール の船乗 り た ち Les Marins de Kermor 》
③ グ ノ ー ： 《ガ リ ア の酒》
④ ド リ ー ブ ： 《傭兵た ち Les L ansquenets 》
⑤ ロ ッ シ ー ニ ： 《ギ ョ ー ム ・テJけ か ら 三重唱 （合唱で演奏） 、 レ シ タ テ ィ フは オ ペ ラ 座歌手に
よ る
⑥ ト マ ： 《夏 の 夜 の 夢 Songe d 'une nuit d》te 》か ら 「森番の 合唱」
⑦ ロ ラ ン・ ド ・ リ レ ： 《カ ラ ミ ンスカ ヤ K ar aminskai a》
⑧ ラ モ ー ： 《す ば ら し い 平和 Pabc c harm ante 》
⑨マスネ ： 《エ ロ デ ィ ア ー ド 》か ら 「 ロ ー マ 人 た ち の合唱」
な お 、 1 889年 6 月 1 6 日 に は ト ロ カ デ ロ 宮ホールでセ ー ヌ 県 （ ソ ーとサ ン ド ニ 地 区） の小学校 の 男 女
児童850 人 が ロ ラ ン・ ド ・ リ レ の指揮で歌 う イ ベ ン ト が あ っ た。 参加者 は セ ー ヌ 県 の小学校で音楽教
育 を 受 け て い る 8,000 人 の 児 童か ら 選抜され た メ ン バーで、 8 つ の コ ー ラ スが伴奏付や無伴奏 の 作 品
を 歌 っ た （Men : 1 6  ju血 1 889） 。 「安上が り で済む」 こ の イ ベ ン ト は 1 900年パ リ 万 博 で も そ っ く り 再
現され る こ と に な る 。
(2） 器楽オル フ ェ オ ン の フ エ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ール
第 3 セ ク シ ョ ン の委員会 が統括 し た器楽オルフェオ ン （金管合奏と吹奏楽団） の コ ン ク ー ルとフ エ
ステ ィ ヴ ァ ル に 関 し て は、 例 年とは少 し 内容が異な り 、 1 ) 初見演 奏 の コ ン ク ー ル、 2 ） 演奏 の コ ン
ク ール、 3 ） ト ロ カ デ ロ の プ ロ ムナー ド 、 4 ） フェステ ィ ヴ ァ ル、 5） 提灯行列 （ で の 演奏） で あ っ
た 。 つ ま り 、 ア マ チ ュ ア 演奏家が公の場で演奏す る 機会が増 え た わ け で あ る 。 こ ち ら は 2 , 1 80 人 が参
加 し た。
こ の う ち 、 金管合奏と吹奏楽団のフエステ ィ ヴ ァ ル は 1 889年 8 月 18 日 に、 次 の よ う な プ ロ グ ラ ム で
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聞 かれた （Men : 1 8  aout 1 889） 。
• 1 889年 8 月 1 8 日 器楽オルフ ェ オ ン （金管合奏と吹奏楽団） のフ ェ ステ ィ ヴ、 ア ル曲 目
第 l 部 ： ① ア レ ヴ、 ィ ： 《ア ン ド ールの谷》Le val d'Andorre 
② ビゼー ： 《アルルの女》か ら 前奏曲と間奏曲 ③ F. 夕、 ヴ ィ ッ ド ： 《砂漠》 の 回 想
④ レ イ エ ー ル ： 《 シ ギ ュ ーjレ Sigurd ）） 幻想曲
第 2 部 ： ① グ ノ ー ： （（ ミ レ イ ユ》に もとづ く 幻想曲 ②ベル リ オ ー ズ ： 《ハ ン ガ リ 一行進曲》
③ ト マ ： 《ハ ム レ ッ ト 》か ら バ レ エ ④エ ロ ール ： 《ザ ンパ》序曲
⑤《 ラ ・マルセ イ エー ズ》
こ の曲 目 は、 4 月 末 に 発表され て い た曲 目 と若干異な る こ とが注 目 され る 。 発表されて い た の は、
メ ユール、 オベール、 マ イ ヤ ベ ー ア 、 ロ ッ シーニ、 ア レ ヴ ィ 、 ベ ル リ オ ー ズ、 F. ダ ヴ ィ ッ ド 、 ト マ、
グ ノ 一、 レ イ エール、 サ ン ＝ サ ー ンス、 ド リ ー ブ、 ビゼ一、 マスネ の 1 5曲で あ っ た が （Le Figaro : 30  
avr il 1 889 ,  Men : 5 mai 1 889） 、 実際の本番では最初 の 4 人とサ ン ＝ サ ー ンスが削 ら れた 。 そ の 中
に、 二 人 の 外 国 人が入っ て い た の で （マイ ヤ ベー ア 、 ロ ッ シーニ） 最終的 に は ア レ ヴ、 イ ( 1 799年生）
以降のフラ ンスの作曲家 に 限定 し た 内容 に な っ た わ け で あ る 。
(3） 市民吹奏楽団国際 コ ン ク ー ル
一方、 第 3 セ ク シ ョ ンと第 4 セ ク シ ョ ン の委員会が共 同で企画 し た 市 （町村） 吹奏楽団と外 国 の 市
民吹奏楽団 の 国際 コ ン ク ールが 1 889年 9 月 1 6 日に 開催され た （ ヘ 1 889年万博 に お い て は 当 初、 国際軍
楽隊コ ン ク ール開催が予定されて い た が、 フラ ンス革命百周年 を 記念 し て 聞 か れ る 万博で あ る こ とか
ら 公式参加 を見送る 国が多か っ た の で、 軍楽隊 の コ ン ク ール を 開 く ことは難 し か っ た。 そ こ で、 パ リ
万 博 に 国家と し て正式 に 参加 し て い な い 国で あ っ て も 、 市 民 の 団体で あ れ ば参加が可能だとい う 理 由
で、 市民楽団 に よ る 国際 コ ン ク ールの 開催が決 ま っ た の が、 参加 し た の は以下の 6 団体 （フラ ンス 4 、
ベルギー 2 ） にと ど ま っ た （Men : 1 5  septembre, 22  septemb問 1 889） 。
1 . ア ル マ ン テ ィ エ ー ル （ ノ ール県） 市民楽団 Musique munic ipale d’Armen t iとres
ベー ト ー ヴ、 エ ン ： 交響曲ニ長調か ら 第 1 楽章
2 . ルー ズ・フィ ラ ル モ ニ ッ ク （ベルギー） Ph iharmonique de Leuse 
ベー ト ー ヴ、 エ ン ： 交響曲第 3 番《英雄》か ら 第 1 楽章
3 . マ ル シ ェ ン ヌ ＝ オ ＝ ポ ン 吹奏楽協会 Soc iete d'ha rmonie de Marchienne-au-Pont 
マスネ ： 《エ リ ー ニ ュ エス Les Erinnyes 》
4 . ラ ンス市民楽団 Musique municipale de Reims 
メ ン デルスゾー ン ： 交響曲《宗教改革》か ら ロ マ ンスとフ ィ ナー レ
5. レ ン ヌ 市民楽団 Mus ique munic ipale de Rennes 
ベー ト ー ヴ ェ ン ： 序曲《フィ デ リ オ》
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ヴ ィ ダル ： 演奏会用 ポ ロ ネ ー ズ Polon aise de concert 
6. リ ール定住砲手楽団 Mus ique des canonniers sedenta国s
ビゼー ： 序曲《祖国》
当 日 は最初 に 、 ギ ャ ル ド ・ レ ピ ユ ブ リ ケ ー ヌ と参加 団体 あ わ せ て700 人 以 上 が ヴ ェ ト ジ ュ の 指揮で
《 ラ ・マ ル セ イ エ ー ズ》 を 奏 し 、 次 に ギ ャ ル ド だ けで、 ベルギー 国歌が演奏された。
大賞 5,000フ ラ ン 、 2 等賞 3,000フラ ン、 3 等賞 2,000フラ ン、 4 等賞 1 ,000フラ ン の 賞と、 そ
れぞれ外務大臣か ら 贈 ら れ る 美術品が用意された。 審査員 は第 3 セ ク シ ョ ンと第 4 セ ク シ ョ ン の 委員
か ら 構成され、 そ の 数は47人 を 下 ら な か っ た。 そ の 中 に はル ヌ ヴ一、 ジ ョ ン シ エ ー ル な ど の 作曲家、
ヴ ィ ア ネ ー ジ、 ラ ム ル ー な ど の指揮者 を は じ め、 当 時 の第一線 の音楽家が数多 く 含 ま れて い た。 審査
委員長は ト マ が 出 席で き な か っ た た め 、 ド リ ー ブがつとめ た。
審査の結果、 大賞が《 ロ マ ンス》と メ ン デルスゾー ン の《宗教改革》交響曲のフィ ナー レ を演奏 し
た ラ ンス市立楽団 に 授与された。 2 等賞は リ ールの楽団、 3 等賞は レ ン ヌ の楽団、 4 等賞 は ベ ル ギー
の マ ル シェ ン ヌ ・オ・ポ ン 吹奏楽協会 に 贈 ら れた。 こ の 日 の収益は ア ン ト ワ ー プ の大災害 の 義摘金と
し て 同地 に送 ら れた。
今回 の市民楽団 に よ る 国際 コ ン ク ール は結局、 国際コ ン ク ールと銘打 ち な が ら も 、 フ ラ ンス以外は
ベルギーか ら し か参加団体がな く 、 完全 な企画倒れ に終わ っ た。
5 .  1 900年パ リ 万博に おける合唱・器楽オルフェオ ン
オルフェ オ ン、 金管合奏、 吹奏楽のフ ェ ステ ィ ヴ ァ ルとコ ンサー ト は 1 867年以来、 パ リ 万博 に は欠
かせな い伝統的な ジ ャ ン ル で あ っ た ことは、 こ れ ま で見て き たとお り で あ る 。 フ ラ ンスでは 1 9世紀後
半 、 ア マ チ ュ ア 音楽運動 が 民衆 の 間 で非常 にさかん に な り 、 そ の 数 は20世紀初 め に フ ラ ンス全土で
1 ,000団体 に 達 し た。 し か し 、 芸術的な水準は概 し て凡庸で、 1 9世紀後半 に な る ほ ど、 「芸術音楽」 と
の距離 は 聞 い て い っ た （Gumplo wicz 1 987 : 2 1 4） 。
1 900年パ リ 万博では、 外国 か ら ウ ィ ー ン・ジ ン グ ア カ デ ミ ー を は じ め 、 多 く の ア マ チ ュ ア の す ぐれ
た合唱 団体が訪れ コ ンサー ト を 開 い た が、 フラ ンスの オルフェ オ ンと比較 し て論 じ た音楽批評 は ま っ
た く 見 当 た ら な い。 両者は完全 に 異な る ジ ャ ンルと し てみなされて い た 。
今回 の万博で も 、 合唱 オ ルフ ェ オ ンと器楽オルフ ェ オ ン （金管合奏、 吹奏楽） の フ エ ステ ィ ヴ、 ア ル
と コ ン サ ー ト は完 全 に 前 例 に 従 っ て 組織され た 。 こ の 委員会 の 構成 メ ン バ ー は、 以 下 の 通 り だ っ た
臼 apport gener ale 1 90仇 6 : 1 28・ 1 29） 。 芸術局官僚 l 、 パ リ 音楽院教授 1 、 音楽教育視学官 2 、 ギ ャ
ル ド ・ レ ピ ュ ブ リ ケ ー ヌ 指揮者 1 、 ギ ャ ル ド ・ レ ピ ュ ブ リ ケ ー ヌ 元指揮者 1 、 作曲家 1 2、 書記 1 。
コ ンサー ト 委員会と比較 し てみ る と、 こ の委員会 に はパ リ 音楽院の教授が 1 名 だ け し か加わ っ て い
な い こ と、 ま た 、 学士 院 芸術 ア カ デ ミ ー会員 が ま っ た く 含 ま れ て い な い こ とが分か る 。 す な わ ち 、
「芸術音楽J とオルフ エ オ ン 等 の 音楽が重な る 要素 が こ れ ま で の 万 博 に 比べ て も さ ら に 少な く な っ た
ことがよ く 表れ て い る 。 実際の メ ンバー は以下 の通 り だっ た。
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J. ピゼー （書記） 、 ボル ド 、 カ エ ン、 カ ノ ピ一 Canoby、 シ ャ ピ ユ イ Chapuis （報告者） 、 コ カ ール、
ガステ イ ネル、 ジ ョ ナス、 ルフェー ブル、 ルル一、 マ レ シ ャ ル、 マルモ ン テル、 パ レス Pares、 ペサー
ル、 ヴェ ッ ケ ル ラ ン 、 ヴェ ト ジ ュ （副委員長） 、 ヴ ォ ル ム ゼル、 ウ デ ィ ノ Oudinot、 ロ ラ ン・ ド ・ リ
レ （委員長・歌唱視学長官）
さ ま ざ ま なイ ベ ン ト が行なわれたが、 内容的に は毎年 のフェステ ィ ヴ ァ ルや コ ン ク ールと大差がな
く 、 万博な ら では の 試みは ほとん ど見 ら れな か っ た。 こ の部門全体で の支出 は2 1 , 1 36フラ ン 20サ ン チ ー
ム 。 入場料 は 1 フラ ンと0.5フラ ン に 設定され、 平均入場者数 は 1 ,787人と い う 結果 に な っ た <R apport
gener ale 1 900, 6 : 1 45） 。 5,000 人収容のホールの約 4 分の l し か 埋 ま ら な か っ た こ と に な る 。
( 1 ） 合唱オル フ ェ オ ン の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ール
合 唱 オルフェオ ン のフェステ ィ ヴ ァ ルは 1 900年 7 月 22 日開催された。 ダ ン ベ の指揮 に よ り 、 百貨店
「ボ ン・マ ル シェ」 の 合奏 団 が協 力 し て、 総計 1 ,800 人以上 の参加者が集 ま っ た (Jd. ） 。 こ こ で は以下
の よ う に、 デ ュ ボ ア 、 マスネ、 ロ ラ ン・ ド ・ リ レ 、 サ ン ＝ サー ンス、 そ し て 1 6世紀 の シ ャ ン ソ ンが歌
われた。 そ の シ ャ ン ソ ン は ア ン コ ールされたとい う 。 過去の音楽への興味が高 ま る に従 っ て、 オルフエ
オ ン の レ パ ー ト リ ー に も 変化が現れて き た ことがわ か る 。
• 1 900年 7 月 2 2 日オルフェオ ン・フェステ ィ ヴ ァ ル の曲目
① ミ ュ レ 氏 に よ る オル ガ ン の ア ン ト レ
a. メ ン デルスゾー ン ： 前奏曲ハ 短調
b. ヴ ィ ド ー ル ： 《サ ンフ ォ ニー・ ゴ シ ッ ク 》か ら ア ダー ジ ョ
② ロ ラ ン・ ド ・ リ レ〔編曲〕： 《マルセ イ エーズ》合唱、 オル ガ ン、 「ボ ン ＝ マ ル シェ」 合奏団
③ ブル ゴー・デ ュ ク ド レ ー ： 《 シ ル ヴェス ト リ ク Sil vestrik 》
④マスネ ： 《モ ワ ー ヌ とフ ォ ルパ ン》合唱 の た め の
⑤ ロ ラ ン・ ド ・ リ レ ： 《 ア ヘ ン吸引 者た ち Les Fumeurs d'opium 》
⑥ グ ノ ー ： 《フ ァ ウス ト に基づ く モザイ ク 》管楽合奏 の た め の
⑦マ レ シ ャ ル ： 《仲 間 た ち Nos Comp agnes 》合唱 の た め の
⑧ デ ュ ボ ワ ： 《 自 然の 声》合唱 の た め の
⑨ a 作曲者不詳《ギーズ公 の シ ャ ン ソ ン》
b. ラ モ ー ： 《夜への賛歌》
⑩サ ン ＝ サー ンス ： 《冬 の セ レナー ド 》
＠ガステ イ ネ ル ： 《ル・グ レ ー ヴ》合唱、 管楽合奏、 オル ガ ン の た め の
翌23 日、 フラ ンスの 1 7団体が参加 し て コ ン ク ールが開催された。 審査委員長はサ ン ＝ サー ンスだ っ
た。 優秀部門 で は ヴ ァ ラ ン シ エ ン ヌ の 団体 Les orpheoniste valenciennois が、 上級部 門 で は ポ ー の 団
体 La Lyre Daloise が受賞 し た。 外国 の オルフエ オ ン も ボ ヘ ミ アと英国か ら 参加 し た。 それ に 先立 ち 、
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1 900年 6 月 1 0 日 に は マ チ ネ ・ ミ ユ ジ カ ル が 聞 か れ、 委員会委員長 ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ の指揮 に よ り 、
ソ ー と サ ン ＝ ド ニ地 区 の 学校か ら 参加 し た900 人 の 児童が演奏 し た。 7 月 8 日 に は、 パ リ 市 オ ル フ エ
オ ン （3500 人 の 大 人 と 子供、 男 女、 A. シ ャ ピ ュ イ 指揮） に よ る マ チ ネ ー が 聞 か れ た 。
(2） 器楽オル フ ェ オ ン の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル と コ ン ク ー ル
器楽オル フ エ オ ン （金管合奏 と 吹奏楽） に 関 し て は、 1 900年 8 月 1 5 日 、 ま ず 国 際 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ
ルが パ レ ス （ギ ャ ル ド ・ レ ピ ュ ブ リ ケ ー ヌ 指揮者） の指揮 に よ っ て 行 な わ れ、 翌 日 日 、 フ ラ ン ス の
5 団体が参加 し て コ ン ク ー ル、 さ ら に 、 1 7 日 と 1 9 日 に も フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルが行 な わ れ た 。 ま た、 7 月
に は 2 度 に わ た り 、 軍楽隊 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルが行なわれた。
こ の よ う に オル フ ェ オ ン、 金管合奏、 吹奏楽 に 関 し て、 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト が実施 さ れ た が、 そ の
中 で新 し い 試 み は 一切行わ れ な か っ た。 1 900年万博の 「音楽展」 に つ い て鋭 い 批判 を 行 っ た 「 x . . .  
氏」 は こ の セ ク シ ョ ン の 委員会 に つ い て も 、 次 の よ う に 批判 し て い る （X., 1 90 1 : 1 1 6 - 1 1 9） 。 そ れ に
よ れ ば、 こ の委員会 は オ ー ケ ス ト ラ ・ コ ンサー ト と 同様 の 使命 を も っ て い た はずで、 曲 目 に つ い て も
フ ラ ン ス 声楽史 を 展示す る よ う な、 すべての 「時代」 を 代表す る 作品 を選ぶべ き で あ っ た と い う の で
あ る 。 「 x . . . 」 氏 に よ れ ば、 3 万 フ ラ ン の予算がオル フ ェ オ ン だ け に 使用 で き る こ と が分か つ て い た
に も か か わ ら ず、 委員長 ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ はセ ー ヌ 県 の オル フ エ オ ン を 使 え ば安上が り で あ る と 提案
し 、 それが採用 さ れた と い う 。 委員会内部では、 オル フ ェ オ ン に よ っ て 「歴史的 コ ンサ ー ト 」 を 企 画
で き る と い う 考 え は ま っ た く 浮か ばず、 曲 目 選定 に 当 た っ て、 フ ラ ン ス 音楽史 と い う 観点 は ほ と ん ど
無視 さ れて し ま っ た。 結局、 委員会 は 1 889年の規則 を ひ と つ ひ と つ 検討 し 、 少 々 修正 を 加 え る に と ど
ま っ た。 し か も 、 参加団体 の枠 を広 げる こ と さ え行な っ た。 そ し て、 コ ン ク ー ルや フ エ ス テ ィ ヴ ァ ル
の 細 則 の 検 討 に 多 く の 時 間 を 費や し 、 選 曲 の理 由 は示 さ れな か っ た 、 と い う の が 「 x . . . 」 氏 の 主張
で あ る 。
確 か に 、 参加 団体の枠 に つ い て は、 そ の 水準 を 維持す る た め 、 優秀団体 を 絞 り 込む必要があ る と い
う の が、 89年の公式音楽 プ ロ グ ラ ム に つ い て の反省点 と な っ て い た が、 それ と 逆行す る 措置で あ っ た。
た だ し 、 曲 目 選定 に つ い て は、 実 際 に は、 1 6世紀の シ ャ ン ソ ンや 1 8世紀の ラ モ ー の 作 品 が取 り 上 げ ら
れて い た こ と は注 目 すべ き で あ ろ う 。 1 824年 生 ま れ の ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ はすで に こ の と き 75歳 に な っ
て い た。 第 1 回パ リ 万博の時か ら 一貫 し てオル フ エ オ ン の第一人者 と し て活躍 し 、 万博時の フ エ ス テ ィ
ヴ ァ ルや コ ン ク ール を 率 い て き た彼だっ た が、 そ の 経験 を 生 か し て、 各 国 の プ ロ グ ラ ム の 内容 を 変化
さ せて い っ た り 、 改良 し よ う と し た様子は ほ と ん ど見 ら れな い。 い か に 安 上が り に つ つ がな く イ ベ ン
ト を 実行す る か、 と い う こ と だけ が ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ の 関心事だっ た よ う に 見 え る 。
6 . 結論
1 9世紀の フ ラ ン ス 音楽史 に お い て、 オルフ ェ オ ンが果た し た 役割 は ま だ完全 に は解明 さ れて い な い。
し か し 、 オル フ ェ オ ン は公 的 に 広 く 認知 さ れて い た こ と は確 か で あ り 、 そ の 表 れ の ひ と つ が、 今 回 焦
点 を 当 て た 万 博 の 「音楽展」 に お け る オ ル フ ェ オ ン の イ ベ ン ト で あ っ た。 パ リ 万博で、 オル フ ェ オ ン
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関 連 の 予算 は オ ー ケ ス ト ラ の コ ンサー ト 等 に比べる と 概 し て 少な く 、 さ ら に 「裏」 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル
と の 競合 な ど も あ り 、 オル フ ェ オ ン の イ ベ ン ト は つね に 成 功 を 収 め て い た と は い え な い が、 オ ル フ ェ
オ ン が 「音楽展」 の 当 初 か ら 予定 に 組み込 ま れ る 存在であ っ た こ と は注 目 す る 必要があ る 。
ラ ジ オ も レ コ ー ド も な か っ た 時代、 1 9世紀後半の フ ラ ン ス で、 多 く の 労働者や農民 の 男性が、 自 ら
音楽の実践活 動 を 行 い 、 楽 し み、 多 く の メ ンバー がパ リ 万博の音楽イ ベ ン ト 等 に 参加 し て い た こ と は、
当 時 の音楽生活 を 考 え る 上で重要なポイ ン ト と な る だろ う 。 オル フ エ オ ン の活動の 中 で、 そ の メ ンバー
は編 曲 で あ れ、 抜粋で あ れ、 さ ま ざ ま な形で、 当 時人 気 を 博 し て い た 作品 に 接 し て い た。 当 時、 オ ペ
ラ 座や パ リ 音楽院演奏協会 と い っ た超一流の演奏 を提供す る 場 に 実際 に 身 を お く こ と がで き た の は 一
部の上層 ブル ジ ョ ア や 貴族だけ で あ っ た か も し れ な いが、 ほ か の 階層 も 、 オル フ エ オ ン等 の 音楽 の 実
践活動 を 通 じ て、 芸術音楽 に も か か わ っ て い た。 つ ま り 、 あ ら ゆ る 階層が広 い 意味で芸術音楽 に 接 し
演奏 に 参加す る 機会 が あ り 、 そ こ に 、 フ ラ ン ス 独特の音楽文化 の あ り 方が形成 さ れた と 考 え ら れ る の
で あ る 。
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註
( I ) ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ が執筆 し た 「音楽教育 に つ い て の報告」 の部分に記載さ れて い る ．
(2) 272団体が フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル に 参加、 1 50団体が コ ン ク ー ル に 参加 し た と い う 記述 も あ る • L 官cho des Orpheons, 2 0  juillet 1 867 
に転載 さ れ た L 'Art musical の 記事 に よ る ． なお総数 は5,000人強 と 書かれてお り ． 人数的に は一致す る ．
(3） こ れ は RGMP の 記事 に よ る 記載. Men. で は 《サパ ト の 夜 la Nuit du Sabbat ）） と 記 さ れて い る 。
(4） た だ し 、 参加団体は オ ラ ン ダの 団体のみで あ っ た ら し く 、 Men. では、 『 オ ラ ン ダの 団 体 の コ ン ク ールJ と 記載 し て い る ．
(5） 正式の団体名は以下の通 り で あ る ． 上級部門 ler prix, la Socit!tt! des Orph白nistes lillois : 2 ' ex aequo, la Societe chorale de 
Bruxelles et la Cecilia de la Haye : 3 '  la Lyre havraise. 
(6） パザ ン は こ の フ エ ス テ ィ ヴ ァ ルで 自 作を指揮 し たが、 その直後倒れ、 還 ら ぬ人 と な っ た <Dictionnaire de la musique en France) . 
ち な み に 芸術 ア カ デ ミ ー の パザ ン の 席 を 受 け つ い だの は 若 き マ ス ネ で あ り 、 彼 は ま た パ ザ ン か ら パ リ 音 楽 院 の 作 曲 科 の 教 授 の
席 も 受 け つ い だ．
(7） 作家、 政治家。 普仏戦争に従軍 し 、 そ の 後 『兵士 の歌』 を 出版. 1 882年 「愛国者同盟J を結成 し た．
(8） 注 目 さ れ た 団体 と し て は、 la fanfare Delattre, la fanfa問 de Roubaix, 1’Harmonie de Roubaix, la fanfare des manufactures de 
Chauny, la fanfare Gravillaise du Ha·町·e, les musiques muinicipales de reims et Mans, l'Harmonie du Bon Marche な ど で あ っ た
と い う （RGMP の記事に よ る ） ．
(9） 公式報告書 に は 1 9 日 と 記載 さ れて い る が、 誤 り で あ る 。 ま た ‘ 参加団体は 8 つ の 団体 （ う ち 、 ベ ル ギ ー が 3 団体、 ス イ ス が
1 団体） と 記載 さ れ て い る ．
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